
個
人
質
問

8

個
人
質
問

29
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
た

授
業
づ
く
り

の
提
供
や
好
事
例
の
紹
介
を
行
う
た
め
ク
ラ

ウ
ド
の
利
用
と
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
教
職
員
の
授
業

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ
人
材
の
確

保
と
、
各
学
校
間
で
の
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ

の
提
供
、
連
携
の
仕
組
み
を
ど
う
考
え
る

か
。

特
別
障
害
者
手
当
の

周
知
と
申
請
の
支
援

Ａ

　特
別
障
害
者
手
当
は
診
断
書
に
よ
っ
て

審
査
を
行
う
た
め
、
手
帳
の
有
無
は
要
件
と

し
て
い
な
い
。

　ま
た
、
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
障
害
者
の
し
お
り
等
で
の

掲
載
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
介
護
部
門

と
連
携
し
広
く
行
う
予
定
。
手
続
き
は
代
理

Ａ

　個
人
情
報
を
ど
う
捉
え
て
い
く
か
は
大

変
重
要
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
大
き
な
方
向
性

を
考
え
て
い
く
こ
と
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た

利
用
者
が
安
心
で
き
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
な

い
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ま
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　各
事
業
課
が
そ
れ
ぞ
れ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
全
体
を
見
回
し

て
統
括
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
令
和
3

年
4

月
に
そ
う
い
っ
た
部
署

を
設
け
る
。

Ｑ
　
特
別
障
害
者
手
当
は
障
害
者
手
帳
が

な
く
て
も
、
介
護
度
が
重
度
の
方
は
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
る
。
障
害
福
祉
や
介
護

関
係
者
へ
の
周
知
や
、
相
談
へ
の
支
援
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
個
人
情
報
保
護
に

統
括
的
に
対
応

Ｑ
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
併
せ
て
、
個

人
情
報
の
保
護
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ

ー
等
も
含
め
、
間
違
い
な
い
事
業
推
進
が

Ａ

　令
和
3

年
度
は
、
各
学
校
に
授
業
時
の

サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
活
用
事
例
の
紹
介
や

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
作
成
補
助
な
ど
、
授
業
づ

く
り
の
支
援
を
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置

す
る
予
定
。

　ま
た
、
市
内
す
べ
て
の
教
員
が
日
々
の
授

業
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
学
習
コ
ン
テ
ン
ツ

Ａ

　義
務
教
育
学
校
は
、
一
人
の
校
長
の
下
、

一
つ
の
教
職
員
組
織
が
学
校
教
育
目
標
の
実

現
を
目
指
し
、
9

年
間
を
見
通
し
た
教
育
課

程
を
編
成
し
実
施
す
る
。
小
中
一
貫
校
は
、

小
中
そ
れ
ぞ
れ
に
校
長
と
教
職
員
組
織
を
配

置
し
、
学
校
教
育
目
標
や
目
指
す
子
ど
も
像

等
の
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
系
統
的
な

教
育
を
実
施
す
る
。

　閉
校
に
あ
た
り
、
小
学
校
区
ご
と
の
記
念

誌
を
作
成
し
、
該
当
学
区
へ
の
全
戸
配
布
を

考
え
て
い
る
。
各
校
の
沿
革
や
、
昔
の
校
舎

や
子
ど
も
の
写
真
を
掲
載
し
、
4

校
共
通
で

山
南
中
学
校
の
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
予
定
。

Ａ

　清
掃
活
動
は
三
大
河
川
水
系
を
中
心
と

し
た
河
川
敷
等
で
、
市
民
団
体
や
ア
ダ
プ
ト

事
業
登
録
団
体
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
令
和

3

年
秋
頃
を
目
途
に
実
施
し
た
い
。

清
掃
場

所
や
回
数
は
、
今
後
、
関
係
団
体
と
協
議
し

決
定
す
る
。

　ま
た
、
被
覆
肥
料
の
殻
に
つ
い
て
は
、
陸

上
に
あ
る
も
の
は
可
能
な
限
り
回
収
を
す
る

予
定
。

掃
活
動
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で
、
幾
つ
の

川
で
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
本
市
は
ど

の
地
点
で
何
回
行
う
の
か
。
被
覆
肥
料
の

殻
の
回
収
も
行
っ
て
は
ど
う
か
。

義
務
教
育
学
校
の
位
置
付
け

Ｑ
　
本
市
初
の
義
務
教
育
学
校
と
し
て
山

南
学
園
の
建
設
が
始
ま
る
。
義
務
教
育
学

校
と
小
中
一
貫
校
の
違
い
は
。
閉
校
と
な

る
学
校
の
メ
モ
リ
ア
ル
作
成
へ
の
支
援
は
。

で
き
る
組
織
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

※8 【アダプト事業】

活動団体として認定を受けた住民や企業が道路・河川・海岸・公園の一定区間を自分の養子

と見なして、我が子に対するように愛情と責任をもって定期的な清掃・美化活動を行うもの

※7 【ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）】

ＩＣＴの浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に

変化させるという概念

市
民
団
体
等
と
連
携
し

河
川
敷
の
清
掃
等
で
海
ご
み
削
減
へ

Ｑ
　
岡
山
連
携
中
枢
都
市
圏
で
取
り
組
む

「
S
D
G
s

守
ろ
う
海
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
お
け
る
、
海
ご
み
削
減
に
つ
い
て
の
清

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
授
業

※

7

※

8

教
育
・
く
ら
し
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個
人
質
問

き
め
細
や
か
な
支
援
で
正
規
雇
用
へ

Ａ

　2
年
度
は
、
正
規
雇
用
化
支
援
事
業
と

し
て
、
3

日
間
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
実

施
し
38

人
が
受
講
し
た
。

ま
た
、
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
28

人
が
参
加
し
、

現
在
、
採
用
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　3
年
度
も
事
業
を
実
施
予
定
だ
が
、
期
間

や
内
容
の
異
な
る
複
数
の
研
修
や
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
、
き

め
細
や
か
な
支
援
を
行
い
た
い
。
加
え
て
、

就
職
を
希
望
す
る
職
種
・
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
で
き
る
よ
う
、
市
内
企
業
に
氷
河
期

世
代
正
規
雇
用
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　

就
職
氷
河
期
世
代
の
企
業
へ
の
就
職

支
援
に
つ
い
て
、
令
和
2
年
度
の
取
り
組

み
状
況
と
、
今
後
の
支
援
は
。

デ
ジ
タ
ル
化
や
個
人
情
報
保
護
に

人
が
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
最
寄
り
の

福
祉
事
務
所
へ
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

自
転
車
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
促
進

Ａ

　「
市
民
の
広
場
お
か
や
ま
」
や
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
等
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
向
上
等
に
つ
い

て
広
報
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
・
中
・
高
校

の
児
童
・
生
徒
全
員
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

大
学
へ
は
啓
発
資
料
の
電
子
デ
ー
タ
を
提
供

し
、
リ
モ
ー
ト
で
の
新
学
期
ガ
イ
ダ
ン
ス
等

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

　春
の
交
通
安
全
市
民
運
動
や
、
５

月
の
自

転
車
安
全
利
用
月
間
に
は
、
警
察
と
連
携
し

て
市
内
各
所
で
街
頭
啓
発
を
展
開
す
る
。

Ｑ
　
令
和
3

年
4

月
か
ら
「
岡
山
市
自
転

車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
を
促
進
す
る
た

め
の
条
例
」
が
施
行
さ
れ
る
。
市
は
ど
う

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
活
動
を
行
う
の
か
。

「
星
空
の
郷
」
12

月
供
用
開
始
予
定

Ａ

　整
備
工
事
は
順
調
に
進
行
し
て
お
り
、

施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
も
、
令
和
3

年
6

月
議
会
で
の
議
案
提

出
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
供
用
開
始

は
3

年
12

月
中
を
予
定
し
て
い
る
。

　名
称
は
学
区
住
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

Ｑ
　
岡
山
北
斎
場
の
建
設
工
事
は
順
調
と

見
受
け
ら
れ
る
が
、
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
名
称
は
。

Ａ

　2
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
海
外
へ
の

渡
航
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
事
業
実

え
た
ほ
か
、
参
加
し
た
学
生
の
県
内
定
着
率

は
7

割
程
度
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

　3
年
度
か
ら
は
、
よ
り
実
践
的
な
教
育
が

行
わ
れ
て
い
る
専
門
学
校
の
学
生
も
対
象
に

加
え
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

Ａ

　地
域
の
企
業
や
団
体
と
一
緒
に
特
産
品

の
開
発
や
観
光
振
興
、
防
災
対
策
等
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
で
、
企
業
や
団
体
に
刺
激
を
与

地
域
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を

専
門
学
校
生
へ
も
拡
大

Ｑ
　
学
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
と
、
提

案
を
ど
う
活
用
し
た
の
か
。
令
和
3

年
度

の
事
業
の
特
徴
は
。

ー
ト
調
査
を
行
い
、
馬
屋
上
学
区
4

町
内
会

で
構
成
す
る
新
斎
場
整
備
事
業
推
進
協
議
会

で
、
「
星
空
の
郷
」
と
な
っ
た
。

斎
場
周
辺

の
案
内
看
板
等
、
利
用
者
へ
の
周
知
に
使
用

す
る
。

施
で
き
ず
実
績
は
な
い
。
一
方
、
市
内
事
業

者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
に
よ
る
海
外
販
路
拡

大
の
ニ
ー
ズ
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
3

年
度
は
、
電
子
商
取
引
サ
イ
ト
を
活
用
し
た

販
路
開
拓
の
経
費
を
補
助
対
象
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
企
業
が
海
外
展
開
を
促
進
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
支
援
す
る
。

元
年
に
開
催
さ
れ
た
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告
会

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

飲
食
店
や
文
化
芸
術
活
動
支
援

Ｑ
　

飲
食
店
や
文
化
芸
術
エ
ン
タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
界
の
支
援
に
、
国
の
第
3

次
補
正

予
算
で
示
さ
れ
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
地
方
単
独
分
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

企
業
の
海
外
展
開
を
支
援

Ｑ
　「
稼
ぐ
力
強
化
の
た
め
の
海
外
展
開

支
援
事
業
」
は
、
市
内
事
業
者
が
海
外
展

開
す
る
た
め
必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
事

業
で
あ
る
が
、
取
り
組
み
内
容
は
。
ま
た

令
和
2
年
度
の
実
績
は
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

9

※9 【学生イノベーションチャレンジ推進プロジェクト】

大学生等が、地域課題の解決などに取り組むことによっ

て、地元への定着を図ることを目的とした事業

※10 【正規雇用化支援事業】

求職者が正社員として採用されることを目指して、正規雇用求人を開拓

し、スキルアップ研修と合同企業説明会を実施する事業

Ａ

　関
係
者
の
苦
労
は
承
知
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で

「
事
業
継
続
支
援
事
業
」
、
「
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
に
よ
る
消
費
喚
起
事
業
」
、

「
文
化
の
灯
を
消
さ
な
い
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
時
機
に
応
じ
対
策
し
て
き
た
。

　臨
時
交
付
金
地
方
単
独
事
業
分
の
23

億
円

も
活
用
し
、
地
域
経
済
へ
の
支
援
、
市
民
生

活
・
市
民
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、
さ
ら
に
必

要
な
対
策
を
早
急
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

※

9

※

10

さ
と

経
済

Eco
n

o
m

y



10

個
人
質
問

令
和
3
年
度
以
降
の
整
備
事
業
の
予
定
と

将
来
構
想
は
。
ま
た
、
市
民
を
対
象
に
現

地
見
学
会
等
を
実
施
し
な
い
か
。

Ａ
　
古
代
吉
備
の
歴
史
を
学
ぶ
場
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
築
造
当
時
の
姿
の
復
元
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
3

年
度
は
、
前
方
部

の
墳
丘
造
成
、
埴
輪
レ
プ
リ
カ
の
設
置
、
石

室
内
の
見
学
設
備
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
4

年
度
の
完
成
を
目
指
す
。

　
完
成
後
は
、
地
域
住
民
や
関
連
部
署
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
造
山
古
墳
と
一
体
的

に
管
理
、
活
用
を
図
り
、
情
報
発
信
に
努
め

た
い
。

Ａ
　
3

年
度
以
降
、
発
掘
・
測
量
調
査
に
着

手
す
る
。
新
た
な
窯
跡
や
工
房
に
関
す
る
遺

構
の
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査

を
行
っ
た
場
合
は
、

見
学
者
の
安
全
面
を
最

優
先
に
、
広
く
市
民
に
公
開
す
る
予
定
。

　
調
査
結
果
を
も
と
に
、
国
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
史
跡
の
保
存
・
整
備
の
計
画
を
定
め
、

工
事
に
着
手
す
る
。

築
造
当
時
の
姿
を
復
元
し

吉
備
路
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上

Ｑ
　
点
在
す
る
観
光
資
源
を
面
で
活
用
す

る
に
は
魅
力
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
文
化

財
と
観
光
の
融
合
に
よ
る
新
た
な
魅
力
づ

く
り
事
業
を
進
め
る
中
、
千
足
古
墳
の
復

元
整
備
内
容
と
完
成
後
の
管
理
・
運
営
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

道
路
整
備
の
見
通
し
と
今
後

Q
　

岡
山
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
計
画
の

重
点
整
備
地
区
に
上
道
駅
等
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、

工
事
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
都
市
計
画
道
路

米
倉
津
島
線
は
事
業
化
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
吉
備
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
24

時
間
・
大
型
車

対
応
は
、
事
業
者
と
基
本
協
定
を
締
結
し
、

今
後
、
用
地
買
収
や
文
化
財
調
査
を
進
め
る
。

Ｑ

　
進
行
中
の
道
路
事
業
の
見
通
し
と
、

今
後
重
点
的
に
進
め
て
い
く
事
業
は
。

24
時
間
・
大
型
車
対
応
す
る
吉
備
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
イ
メ
ー
ジ
図

東
大
寺
瓦
窯
跡
地
か
ら
出
土
し
た
瓦

Ａ
　
外
環
状
線
の
市
道
藤
田
浦
安
南
町
線
は
、

令
和
3

年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
全
線

で
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

県
道
岡
山
赤
穂
線

は
、
国
道
2
5

0

号
か
ら
県
道
東
岡
山
御
津

線
区
間
の
早
期
供
用
に
向
け
Ｊ
Ｒ
立
体
交
差

部
で
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
状
況
に
よ
り
中

井
か
ら
土
田
の
区
間
を
整
備
す
る
。

　
中
環
状
線
の
都
市
計
画
道
路
下
中
野
平
井

線
は
用
地
取
得
が
ほ
ぼ
完
了
、
旭
川
の
橋
梁

仮
に
本
市
と
Ｊ
Ｒ
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な

い
場
合
、
本
市
整
備
部
分
を
先
行
実
施
で

き
な
い
か
。

鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

本
市
整
備
部
分
の
先
行
実
施
を
検
討

Ａ
　
本
市
の
自
動
車
分
担
率
は
1

9

7

1

年

か
ら
約
40

年
間
で
27

％
か
ら
60

％
に
倍
増
し
、

公
共
交
通
は
半
減
し
た
。
し
か
し
、
市
内
33

の
鉄
道
駅
の
1

日
あ
た
り
の
乗
降
客
数
は
2

0
0
5

年
か
ら
15

年
間
で
27

％
増
加
。
ま
た
、

低
床
車
両
の
導
入
支
援
や
岡
山
駅
東
口
の
バ

ス
乗
り
場
再
編
等
で
、
減
少
傾
向
だ
っ
た
路

面
電
車
の
利
用
者
数
は
2

0

1

1

年
か
ら
微

増
、
路
線
バ
ス
の
利
用
者
数
は
2
0

0
6
年

か
ら
横
ば
い
に
転
じ
た
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
公
共
交

通
利
用
は
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
高
齢
者

障
が
い
者
の
運
賃
割
引
等
、
利
用
環
境
の
向

上
に
取
り
組
む
。

公
共
交
通
の
利
用
環
境
の
向
上

Ｑ
　
市
民
意
識
調
査
で
公
共
交
通
の
充
実

が
重
要
と
考
え
る
市
民
は
増
え
て
い
る
が
、

市
民
の
交
通
手
段
は
変
化
し
て
い
る
か
。

Ａ
　
施
設
管
理
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
行

い
、
実
施
時
期
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
橋
上
駅
で
あ
る
上
道
駅
は
、
改
札

内
側
に
Ｊ
Ｒ
、
外
側
に
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
Ｊ
Ｒ
が
設
置
に
時
間
を
要
す
る
場
合
は

本
市
が
先
行
し
て
設
置
す
る
こ
と
も
、
令
和

4

年
度
予
算
の
編
成
時
期
に
検
討
し
た
い
。

今
後
の
東
大
寺
瓦
窯
跡
整
備
事
業

Ｑ
　
東
区
瀬
戸
町
万
富
の
国
指
定
史
跡
万

富
東
大
寺
瓦
窯
跡
は
、
平
安
時
代
末
期
の

戦
乱
で
焼
失
し
た
奈
良
東
大
寺
の
再
建
に

用
い
る
瓦
を
焼
い
た
重
要
な
史
跡
で
あ
る
。

・

ま
ち
づ
く
り
・
文
化
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